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Gazes on America
—Pavese, Calvino, and Eco—
Marie KOKUBO
Summary
     This paper discusses the relationships with American culture of three 20th century Italian 
writers—Cesare Pavese, Italo Calvino, and Umberto Eco—investigating images of “America” 
seen in their work.
     Although the three were born in different periods and belonged to different generations, they 
do exhibit a number of similarities and connections: they all grew up in northwest Italy, gradu- 
ated from the University of Turin, worked not only as novelists but also as critics and editors, 
had a significant interest in American culture, and were influenced by it. Notably, Calvino and 
Eco both wrote about Pavese’s relationship with American culture and the so-called “American 
myth” of the 1930s.
     In order to explore their complex and multifaceted relationships with American culture, as 
well as similarities and differences among the writers, this paper analyzes both essays and fiction 
produced by them that are related to American society, culture, and people, including Pavese’s 
American Literature and Other Essays, The Moon and the Bonfire, and “The Failed Adventurer”; 
Calvino’s “Dollars and the Demimondaine” and An Optimist in America; and Eco’s “The Ameri- 
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ちつづけ、アメリカ文化から少なからぬ影響を受けた。また、三人の作家はアメリカ文化への関心以外にも複数 共通点や接点を持 。属 世代は異なるものの、三人ともイタリア北西部で育ったのちにトリノ大学を卒業しており、イタリア北西部の風土・文化、特にトリノの知的・文化的環境から影響を受けている。また、三人は小説家としてのみならず批評家・編集者としても活躍しており、批評や編集の仕事を通して世界の優れた研究書や文学作品 イタリアの読者に紹介し届けたという点においても共通している。　
三人のうち最も上の世代に属すパヴェーゼはカルヴィーノ












一九五〇年にパヴェーゼが自死したのち、それま エイナウディ社でパヴェーゼが担っていた中心的な役割を引き継いだのは、ほかならぬカル ィ ノであった
4。もちろん、カル
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の多さにも示されている。カルヴィーノは「パヴェーゼの政治詩（
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重要な作家であった。一九三二年に生まれたエーコは一九五〇年に自死したパヴェーゼと直接知り合うことはなく、カルヴィーノとパヴェーゼの間にあったよ な個人的・直接的なつながりは、エーコとパヴェーゼ 間には存在しな 。し し、エーコはパヴェーゼと同じピエモンテ州の出身であり、エ コにとってピエモンテの丘陵地帯を多く舞台としたパヴェーゼの作品は自身の子供時代の記憶を強く喚起するものであった。その意味で にとってパヴェーゼは個人的 思い入れのある重要な作家であったと言える。エ コはパヴェーゼに関て「わたしの子供時代の記憶のなかには真夏のあの大きすぎる広場や、太陽に照らされるモンフ ッラートの丘 連なり、ランゲ丘陵の支脈がある。だからわたしはとても早い時期からパヴェーゼを愛した。パヴェーゼが語る神話は、わたしの神話でもあった」と述べている
5。また、エーコは自身の小説『フー
コーの振り子』にパヴェーゼへのオマージュが含まれていることにも言及している。 『フ コー 振り子』の登場人物ヤコポ
· 
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研究が存在するが、主に政治イデオロギーの面と文学の面から論じられてきたと言える。政治イデオロギーの面で、パヴェーゼのアメリカニズムは主に「ファシズムへの対抗」として解釈されてきた。また、文学の面では、主にアメリカ文学作品の地域性や口語性、現実の社会や生活に根ざした物語への関心て捉えら 、ネオレアリズモ文学との関連性が論じられてきた。こうした先行研究における定説は パヴェーゼとアメリカとの関係の重要な一部分に光を当てている 、パヴェ ゼのアメリカへの関心やアメリカ像をより多面的 深く理解するめには、先行研究でこ まであまり注目されてこなかった他の側面についても考察する必要があるだろう。　
多くの先行研究
10の政治イデオロギー的解釈においては、
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の冒頭と末尾の文章はパヴェーゼの直接的な証言として頻繁に引用されてきた。この文章の かでパヴェーゼは一九三〇年代のアメリカニズムを反ファシズムと結びつけて語っている。パヴェーゼはまず冒頭で次のように述べている。
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的にはほとんど知られておらず、パヴェーゼに関する先行研究のなかでも 作品に言及している研究は非常に少ないが パヴェーゼのアメリカ像につい 考え 上で重要な作品であ 。　『月とかがり火』と「挫折した冒険者」でそれぞれに語られるアメリカ体験には示唆的な差異と類似性の両方が見いだせる。まず大き 差異としては、アメリカ滞在年数・時期の差や主人公の年齢が挙げられる。 『月とかがり火』 主人公は、二十年間ほどの長い年月をアメリカで過ごし、第二次世界大戦後に帰国した中年男性であるのに対し、 「挫折した冒険家」の主人公は四年間のアメリカ生活を経てトリノ 帰国した二十四歳の若者であり、帰国時期の設定は一九二〇年代末だと思われる。また それぞれ アメリカ移住の動機も異なっている。 『月とかがり火』の主人公が、政治活動によって逮捕さそうになったためアメリカに渡った人物である 対し、 「挫折した冒険家」の主人公はアメリカの映画業界で 成功を夢見
59
小久保真理江「アメリカへのまなざし―パヴェーゼ、カルヴィー ノ、エーコ―」/
















ている。主人公がアメリカに渡ったばかりの時点に関しては熱意や希望などアメリカに対する肯定的な感情が表現されているが、それがすぐに失望や挫折、疲労や孤独、怒りへと変化し、それらの否定的 感情がさら 強まってい こと 示されている。　
アメリカでの体験を語るこの箇所の後には、故郷トリノでの



























ヴェーゼ アメリカに実際に赴いたことは一度もなかったが、アメリカの映画や文学から「アメリカ」を吸収し 自身の「アメリカ」のイメージを膨らませ、自身の小説の かでア リカ体験を創造したと言える。カルヴィーノとアメリカ　
パヴェーゼが青年期にアメリカ映画を通してアメリカ文化































没入した経験について、 「文字に書かれた言葉に集中する能力の修得」を遅らせたものの、 「イメージによる物語、その文体づくり、構成の学校 なった」経験であり、幼期に没入した漫
61
小久保真理江「アメリカへのまなざし―パヴェーゼ、カルヴィー ノ、エーコ―」/
















ノとパヴェーゼの映画体験には共通性があるが、世代が異なるため映画館に通った時 や見ていた映 もちろん大きく異なる。パヴェーゼが一九二〇年代から 館に通いはじめ無声映画から有声映画への移行を直接的に体験した に対し、カルヴィーノが映画館に熱心に通いはじめ の 、一九三六年からのことであり、それ以前の作品は夏休みの上映会で旧作映画して見ていた。またカルヴィーノが数多くのアメリカ映画を観ていた時期は、一九三六年から一九三八年にかけての非常に短い時期に限られている。一九三八年からファシズム政権がアメリカ映画の上映を規制するようになったからである。当時 アメリカ映画の上映規制についてカルヴィーノは「自分が享受していた権利を奪われるのは、はじめてだった。それ 、権利以上のなにか、ひとつの次元 ひとつの世界、 の宇宙だった。だからその喪失 残酷な抑圧だと感じ だ
27」と述べて
おり、当時のカルヴィーノ とっ アメリカ が単なる娯楽ではなく非常に重要なものであった が分 る。また、カル
ヴィーノは、青年期の自身が当時のハリウッド映画の物語を全て真実として受け止めていたわけではなく、その物語の欺瞞に対して当時から自覚的だったことを強調している。そして、ハリウッド映画の「欺瞞」が自らの日常を覆っていたファシズムの欺瞞とは異なるものだったことを指摘し、 「ハリウッド製画が与えてくれる、わずかばかりの真実からも、ふんだんな欺瞞からも、なにかしら学ぶべきものがあっ
28」と述べている。
こうした記述からは、カルヴィーノがハリウッド映画に熱中しつつも、その映画のな で表象されるアメリカ イメージをそのまま真のアメリカとして受け止めていたわ ではな ことや、ハリウッド映画を通 理想化されたアメリカ像 形成していたわけはないということが分 。　
カルヴィーノはその後、レジスタンスの体験を経て第二次世
界大戦後にはトリノ大学の農学部から文学部に移り、ジョセフ・コンラッドについての論文を書いて卒業 た。英米文学から影響を受けたカルヴィーノは、英米の作家に頻繁に言及しており、英米作家に関する批評文・紹介文 数多く残している。アメリカ文学では、アーネスト・ヘミングウェイ、ワシントン・アーヴィング、ヘンリー・ジェームス、マーク・トウェイン、シャーウッド・アンダーソンなど 作家について批評文・紹介文を書いている。なかでも若い頃のカルヴィーノが特に影響を受けたのはヘミングウェイだと言ってよいだろう。カルヴィーノとヘミングウェイの類似性としては、戦争というテーマや、装飾の少ない短く簡潔な文体などが指摘されている
29。一九六四
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以下のように述べている。
























に明らかに存在する「悲観主義」や「個人主義的な無関心」 、 「過酷な体験への表面的な関わり」を当時のイタリア人読者は読みとるができな ったのだとカルヴィーノは指摘している
35。ま





























メリカの 見」 「文学と社会」 「神話」
）に分類し、多くの評論文




『アメリカ文学とその他の評論』の序文のなかでカルヴィーノは、パヴェーゼのアメリカニズムをファシズム政権期という過去の時代のものとして捉え、反ファシズムと 結びつき 強調している。その背後には、カステッルッチが指摘しているように、パヴェーゼをイデオロギー的批判から守ろう する意識があっただろう。　
冷戦やマッカーシズムを背景に一九五〇年代のイタリアの








婦たち」という短編小説がある。 軍の水兵に ラをドルとの交換を持ちかけるためバ ルに行く夫婦の物語である。妻のイオランダが一人で先に メリカ兵 近づき交換を持ちかけ、その後で夫のエマヌエーレが交渉するという計画を立てた二人であるが、計画通りに事は進まない。アメリカ兵たちはイオランダを囲み売春に誘う。兵士たち 囲まれて身動 の取れなくなった を救おうと は街 娼婦 を連れてくるが、兵士の数も増えバー なかが無秩序に陥り、妻は奥の小部屋で大柄なアメリカ兵と二人きりになってしまう。その後、警官が店に駆けつけ水兵や女性たちは連行される。アメリカ軍将校の口添えのおかげで連行をまぬがれ店に残った夫は将校に娼婦を見つけるように依頼され、二人連れだって店を出る場面で物語は終わる。　
アメリカ兵とイタリア市民の間での貨幣交換や売春の交渉
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単なる現実の描写ではなく、アメリカの強大な経済力を前に腐敗するイタリアの姿のアレゴリーとして読むことや、そこにカルヴィーノの戦後 アメリカに対する批判意識を見ることもできる。ただし、この物語が単純なアメリカ批判や社会告発にはなっていないことも強調しておくべきであろう。　
まず、この物語におけるアメリカ兵の表象は必ずしも否定的




取れない夫妻や 何の助けも差し出さ い店主、アメリカ兵に媚び動物のように振る舞う娼婦たち、ドルの力 性欲を満たそうとするアメリカ兵 ちの おり、その意味では当時のイタリアの現実の悲しさを喚起する作品ではある 、その描写には、誇張や比喩に由来する滑稽さがある。深刻 問題を扱っているにも関わらず、物語全体の雰囲気は悲痛 重苦しいものではなく、むしろカーニバル的な陽気さ 彩られている。この短編からは、戦後の ルヴィーノが左翼知識人とし アメリカに対する批判意識を抱きながらも、単純なアメリカ批判からは距離を取っていたことが分かる。
　
一九四〇年代末から一九五〇年代半ばにかけてのカル
ヴィーノのアメリカをめぐる言葉が、両義性を含みながらも、「共産党の知識人」としての意識を強く反映しているのに対し、一九五〇年代末以降のカルヴィーノのアメリカに関わる言葉にはその点で変化が見られる。一九五七年、カルヴィーノはハンガリー動乱へのソ連 軍事介入に抗議して、イタリア共産党を離党した。共産党との関係 変化やカルヴィーノ自身の立場の変化は、カルヴィーノとアメリカとの関係にも変化をもたらした。カルヴィーノは以前よりも自由な立場でアメリカについて論じることができるようになったと言える。また、ソ連やタリア共産党への批判意識 、カルヴィーノのアメリカへ まなざしに変化をもたらした。さら 、アメリカに赴き、自らの目でアメ カを見る機会を得 ことも変化 要因と言える。　
一九五九年十一月から一九六〇年五月までの約半年間、カル
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に特別な関心が向けられるのは自然なことではあるが、カルヴィーノはアメリカのさまざまな街やそこでの生活の特徴を特に詳細に描写している。その背景としては、一九五〇年代の高度経済成長やテクノロジーの発達の かで急激に変化するイタリアの風景や生活の問題にカルヴィーノが強い関心と問題意識を持っていたことが挙げられる。それま に見たことのあった やヨーロッパ諸国の街 風景とは大きく異なるアメリカの街の風景を見たことによって、カルヴィーノの都市風景への関心はさら 強まり深まったと言える。　
カルヴィーノ自身が頻繁に述べているように、カルヴィーノ
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に漫画を通してアメリカ文化と出会い、アメリカ文化から強い影響を受けている。エーコの論考に アメリカ文化に関する言及が数多くあり、その範囲は文学作品だけでなく大衆小説や映画、音楽、漫画など多岐に渡る。エーコが行った大衆 記号論的分析の仕事や、テレビ業界・出版業界における仕事の土台には幼少期の漫画との出会いに発するアメリカ大衆文化への強い関心がある。その意味でエーコにとってアメリ の漫画との出会い 非常に重要なものだったと言える。エーコ イタリアの漫画出版の領域 おいて 先駆的な役割を担い、 『ピーナッツ』 初のイタリア語翻訳（
一九六三年
）版の序文を執筆































カニズムに関して存在する数多くの先行研究のなかでも鋭く独自性のある分析考察だと言える。また こ エーコの論考は、パヴェーゼ アメリカニズムについてのカルヴィーノの論考と比べると、政治イデオロギー的な図式からより自由なも になっていると言える。
　
まず、エーコの論考の独自性の一つは、第二世代や第三世代
に関してのみならず、第一世代に関しても大衆文化の重要性を強調している点である。通常、第一世代の「アメリカ神話」についてはアメリカ文学の重要性と反ファシズムとの関連のみに光が当てられることが多いが エーコはこの論考 なかで、特にアメリカ映画が一九三〇年代のアメリカ神話 形成において中心的な役割を果たしたことを強調している。　
もう一つのエーコの論考の優れた点は、 「ファシストの反ア
メリカニズム」対「反ファシストのアメリカニズム」という図式に回収されていない点である。エーコは、第一世代のアメリカニズムと反ファシズムとの結びつきを強調しな らも それを「反ファシズム」のカテゴリーのなかに閉じ込めてはいな 。アメリ に強い関心と憧れを抱 た第一世代のイタリア人として、エーコはパヴェーゼやヴィットリーニやピントールの名だけでなく、ヴィット オ・ムッソリーニの名も挙げている
56。
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の分類によって単純に説明できるものではない。まず、同じ世代のなかでもさまざまな差異があり一様ではない。また、三世代の境界線に位置し、分類が難しい場合 ある。エーコは、イタリア人 アメリカニズムの特質を分かりやすくアメリカの聴衆に伝えるため 世代の分類を用いて るので って、その世代分類を絶対的・固定的なものとして提示しているわけではない。現実のアメリカニズムが複雑で多面的なものであり、三世代の分類では論じきれ いものであることは、エーコの論考のなかでも示されている。例えば、エーコによる第二世代 説明は曖昧さを含ん いる。ここには、現実の複雑さ、境界の曖昧さ、世代の定義の難しさに対するエーコの認識が反映されていると言えるだろう。エーコは第二世代の説明をす 際に 架空の人物を設定しており、以下 ように述べている。







自身を一見除外しているように見える。しかし、実際にはエーコが生まれたのは一九三二年の一月五日であるため、第二世代に含まれると考えることもできるだろう。エーコは第一世代ついては具体的な名前を挙げている に対し、第二世代については「ロベルト」 いう架空の人物を通してのみ語っており、自らがそこ 帰属す のかということについても曖昧さを残している。　
第二世代を代表する架空の人物「ロベルト」の描写をみると、



























においてカルヴィーノの言葉が第一世代のアメリカ神話の説明の部分で引用されているため、カルヴィーノは第一世代の作家として位置づけられているようにも見える。しかし、 ルヴィーノが戦後もアメリカ文化や「アメリカ神話」についてさまざまな場で語っていたことを考えると、エーコがパヴェーゼよりも若い世代 アメリカとの関係について論じる際にカルヴィーノのことも考えて た可能性はあるだろう。カルヴィーノは実際のところ、パヴェーゼの世代とエーコの世代の間の世代に属しており、上下の両方の世代 共通する部分があ 。　
エーコはパヴェーゼやカルヴィーノのようにアメリカを舞
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アーナ、神秘の炎』から分かるように、エーコにとってのアメリカ文化のイメージは、ファシズム期に過ご た子供時代の記憶と密接に結びついていた。ファシズム 対抗するオルタナティブ・モデルを提供するものとしてのアメリカ文化のイメージ、そしてファシズム期のイタリアにおいて精神的な渇きを癒すものとしてのアメリカ文化のイメージは、パヴェーゼやカルヴィーノにとっ の と共通している。ただし、そ イメージが子供時代の記憶に結びついており、その中心にあるのが漫画であるという点は大きく異なっ いる。また、アメリカ文化のイメージがファシズム期の文化の矛盾や分裂の問題と結びついている点も、パヴェーゼやカルヴィーノのアメリカのイ ージとは異なっている。　
ファシズムが公教育の分野でも大衆文化の分野でもその
文化的な統制を強めていった一九三〇年代から戦争期の一九四〇年代前半に子供時代を過ごしたエーコは、公教育やプロパガンダも大衆文化も含め、さまざまな矛盾す 要素が混ざ
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